
 

北九州市上下水道局海外事業課では、日本国政府やＪＩＣＡが持つ様々な事業メニューを活用しな

がら事業を進めておりますが、これまで先例がないにもかかわらず、本市から積極的に働きかけて案件

の実施に至った事業メニューがあります。 

 

支援対象国に施設を整備するだけでなく、その施設を活用して水道事業の運営までを一貫して支援

するもので、「事業・運営権対応型無償資金協力」と呼ばれます。この事業メニューにより、支援対象国

では日本の高度な施設運営ノウハウを学ぶことができ、北九州市内の企業も海外での事業参入のチャ

ンスを得ることができるという Win-Win な関係を作ることができる、画期的なものです。 

 

現在、カンボジア・コンポントム州で、この

「事業・運営権対応型無償資金協力」を活用する

水道システムが整備中です。2015 年、北九州市

が関与しながら、カンボジア政府に対して事業提

案を行い、2019 年 3 月より本格的にプロジェクト

が開始されました。プロジェクトの実施には、北九

州市の地場企業も参画しています。 

 

 

 

これまで既存の浄水場の能力不足などのために十分な水道サービスを受けることのできなかった住

民に対して、取水から浄水、配水、給水に至る水道システムの整備と事業運営を日本企業が一貫して

行うことにより、日本品質の水道サービスをカンボジアで提供できるようになります。 

このような方式での水道事業支援は、日本では初めてです！ 

 

施設の整備工事は、2022 年の完了を予定して

おり、その後 5 年間（最大 10 年間）、日本企業が

事業運営を行い、カンボジアでの安全・清浄・安

価な水道サービスに貢献していきます。 

 

北九州市は、水道施設の運転・維持管理の豊

富なノウハウをもとにした技術的な助言や、

相手国政府との独自のパイプを活かした調整

業務を担当します。 

 

 

 

北九州市がこのような方式での提案ができたのは、相手国での地道な国際協力活動と信頼関係構築

の賜物です。これからも国際貢献と関係国との信頼関係の構築を着実に進めていきます。 

 

  

 

2009 年から、JICA の専門家派遣を通じてカンボジアの水道事業に携

わる。 2015 年 4 月～2018 年 6 月まで JICA の長期専門家としてカン

ボジアに赴任。 クメール語で本格的に生活できる唯一の市職員。 

昨日もカンボジア政府長官から直接、電話があった。 

～北九州市が提案する、新しい国際協力の形～ 
カンボジア 
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